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Training report

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
16
名
の
研
修
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

政
府
機
関
、
大
学
、
研
究
所
な
ど
に
勤
務
し
、

文
化
遺
産
の
管
理
、
保
護
、
修
復
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。研
修
は
、遺
跡
や
遺
物
の
調
査
・

保
存
修
復
・
管
理
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、

最
新
の
方
法
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、主
催
者
で
あ
る
A
C
C
U
、

文
化
庁
、
I
C
C
R
O
M
、国
立
文
化
財
機

構
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
奈
良
県
、
奈
良
市

か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
文
化
遺
産
保
護
制
度
や
保

存
科
学
、
環
境
考
古
学
、
年
輪
年
代
学
な
ど

の
考
古
科
学
分
野
に
関
す
る
講
義
だ
け
で

な
く
、
研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
国
の
文
化

遺
産
保
護
に
関
わ
る
実
情
に
つ
い
て
発
表

し
、
研
修
生
同
士
で
意
見
交
換
す
る
こ
と

も
し
ま
し
た
。

　
遺
物
の
記
録
方
法
で
は
、
実
際
に
石
器
・

土
器
を
実
測
し
、
遺
物
の
観
察
方
法
や
図

の
描
き
方
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
臨
地
研
修
と
し
て
奈
良
県
内
は

じ
め
、
各
地
の
遺
跡
や
文
化
財
関
連
施
設

に
赴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
跡
整
備
と
管

理
・
活
用
や
遺
物
の
管
理
・
公
開
の
実
際

を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
9
月
7
日
か
ら
10
月
7
日
ま
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
16
カ
国
か
ら
16
名

の
研
修
生
を
招
き
、「
遺
跡
の
調
査
・
保
存
と
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
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集
団
研
修

9
月
7
日
〜
10
月
7
日

開講式

石材表面の剥離箇所を検出する試験

平城宮跡（遺跡整備と管理の実際）土器実測実習（遺物の記録方法）

イクロム代表の挨拶

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
概
要
版
）

講
　
義

「
遺
跡
保
護
の
国
際
的
動
向
」「
日
本
の
遺
跡
保

護
制
度
」「
遺
跡
探
査
概
論
」「
遺
跡
・
遺
物
の

保
存
科
学
」
な
ど

実
　
習

「
遺
物
の
記
録
方
法
」

臨
地
研
修

平
城
宮
跡
、
石
舞
台
古
墳
、
新
池
埴
輪
製
作
遺

跡
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
、
九
州
国
立
博
物
館
な
ど

報
告
・
討
議

研
修
生
自
国
の
「
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
の

報
告
と
意
見
交
換



　
個
人
研
修
は
、
そ
の
国
の
個
別
課
題
に

対
応
し
た
専
門
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
３
名
の
方
を
迎
え
、
約
一
ヶ
月
に
わ

た
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

保
存
科
学
に
限
っ
た
研
修
で
し
た
が
、
今

回
の
研
修
は
、
遺
跡
や
遺
物
の
記
録
方
法

や
管
理
・
活
用
等
に
つ
い
て
、
広
く
知
識

と
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

　
研
修
は
、
講
義
、
実
習
、
臨
地
研
修
を
組

み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
、
考
古
学
だ
け
で
な
く
、

保
存
科
学
な
ど
、
文
化
財
保
護
と
密
接
な

関
わ
り
を
も
つ
自
然
科
学
の
分
野
の
講
義

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
遺
物
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

石
器
の
実
測
方
法
を
学
び
、
次
に
土
器
を

対
象
に
、
遺
物
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
、
実
測
図

の
描
き
方
を
中
心
に
し
て
実
習
が
進
み
ま

し
た
。
ま
た
、
瓦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
代

的
変
遷
や
製
作
技
術
の
移
り
変
わ
り
に
関

す
る
講
義
を
受
け
た
後
、
軒
瓦
の
文
様
の

拓
本
を
採
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。

　
臨
地
研
修
で
は
、
遺
跡
の
整
備
と
管
理
・

活
用
、
遺
物
の
管
理
・
収
蔵
と
公
開
の
実

際
を
、
現
地
の
遺
跡
や
博
物
館
、
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
れ
て
体
感
す
る
と

と
も
に
、
訪
問
先
で
機
会
を
得
て
、
活
発
な

意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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2
0
1
0
年
11
月
16
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究

所
か
ら
3
名
の
研
修
生
を
招
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

個
人
研
修

11
月
16
日
〜
12
月
16
日

平板測量実習（遺跡の記録）

土器の実測実習

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

研
修
生

　
研
修
に
参
加
し

て
、
発
掘
調
査
・

研
修
方
法
・
遺
物

の
保
存
処
理
・
写

真
撮
影
法
・
遺
物

の
展
示
法
な
ど
考
古
学
の
基
礎
を
学
び
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
一

般
の
人
々
が
考
古
学
に
寄
せ
る
関
心
が
高

く
、
自
国
の
文
化
や
歴
史
を
大
切
に
保
護
し

て
い
る
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

バヤルサイハンさん

　
日
本
国
内
の
遺

跡
や
博
物
館
な
ど

を
訪
ね
て
、
多
く

の
文
化
財
を
見
学

し
、
古
代
日
本
文

化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
念
願

の
京
都
や
奈
良
の
世
界
遺
産
も
見
学
し
、
保

護
保
存
の
状
況
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
文

化
財
を
守
る
た
め
に
は
、
国
に
よ
る
法
整
備

が
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

ムンフトルガさん

　
モ
ン
ゴ
ル
で

は
、
石
器
時
代
の

遺
物
の
実
測
図
作

成
は
、
ロ
シ
ア
式

で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
日
本
式
実

測
図
作
成
法
を
今
後
の
研
究
で
活
用
し
て
い

き
ま
す
。
遺
物
の
写
真
撮
影
方
法
で
は
、
特

に
側
面
や
俯
瞰
か
ら
の
撮
影
技
術
に
興
味
を

引
か
れ
ま
し
た
。

オドスレンさん

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
概
要
版
）

講
　
義

「
遺
跡
の
記
録
」「
遺
物
の
記
録
方
法
」「
年
輪
年

代
学
概
論
」「
環
境
考
古
学
概
論
」
な
ど

実
　
習

「
遺
物
の
記
録
方
法
」

臨
地
研
修

（
奈
良
県
）

平
城
宮
跡
、
法
隆
寺
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附

属
博
物
館
な
ど

（
他
府
県
）

吉
野
ヶ
里
遺
跡
（
佐
賀
県
）、
九
州
国
立
博
物

館
（
福
岡
県
）
な
ど

モ
ン
ゴ
ル



W
orkShop / Exchange Program

文
化
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
文
化
遺
産
保
護
指
導
者
研
修
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ラ
オ
ス
に
は
「
ル
ア
ン
・
パ
バ
ン
の
町
」

「
チ
ャ
ン
パ
サ
ッ
ク
県
の
文
化
的
景
観
に
あ

る
ワ
ッ
ト
・
プ
ー
と
関
連
古
代
遺
産
群
」

と
い
う
二
つ
の
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
首
都
で
あ
る
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内

に
は
、
ラ
オ
ス
の
象
徴
と
も
い
え
る
タ
ー

ト
ル
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
、
数
多
く
の

仏
教
寺
院
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
考
古
遺

物
の
記
録
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
１
日

か
ら
６
日
の
間
、
国
立
文
化
会
館
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
、
ラ
オ
ス
各
地
の
文
化
遺
産

保
護
部
局
や
博
物
館
な
ど
に
所
属
し
、
文

化
遺
産
の
調
査
・
研
究
・
保
護
に
従
事
す

る
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
は
、Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
奈
良
事
務
所
の
西

村
所
長
と
ラ
オ
ス
情
報
文
化
省
の
ト
ン
サ

局
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓

を
代
表
し
て
在
ラ
オ
ス
日
本
国
大
使
館
か

ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
土
器
実
測
概
論
」

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
橿
原
考
古

学
研
究
所
の
入
倉
徳
裕
さ
ん
と
奈
良
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
中
島
和
彦
さ

ん
で
、
実
際
に
粘
土
で
土
器
を
作
っ
て
、
実

測
の
必
要
性
・
土
器
の
製
作
技
法
・
観
察

の
視
点
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
土
器
実
測
実
習
に
際
し
て
は
、
最
初
に

講
師
が
実
測
用
具
を
用
い
て
土
器
を
測
り

な
が
ら
実
測
の
要
点
を
説
明
し
、
そ
の
後
、

研
修
生
各
自
が
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
の

発
掘
で
出
土
し
た
土
器
を
用
い
て
実
習
し

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
イ
ン
や
土
器
片
の
文
様

を
拓
本
で
採
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。

　
研
修
の
後
半
は
写
真
撮
影
で
す
。
講
師

は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
杉
本
和
樹
さ
ん
。

研
修
生
は
写
真
の
原
理
と
撮
影
方
法
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
４
×
５
の
大
型

カ
メ
ラ
を
用
い
て
実
習
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
現
地
で
調
達
で
き
る
資
材
を
用
い
て
遺

物
撮
影
用
の
簡
易
撮
影
装
置
を
組
み
、
遺

物
の
配
置
や
照
明
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

実
習
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
入
倉
さ
ん
と
中
島
さ
ん

か
ら
研
修
の
総
括
と
講
評
が
あ
り
、
そ
の

後
、
閉
講
式
で
研
修
生
そ
れ
ぞ
れ
に
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

3

タートルアン

土器実測実習 写真撮影実習閉講式

ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で

文
化
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
に
携
わ
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
現
地
に

講
師
を
派
遣
し
、そ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行
う
実
践
的
研
修「
文
化
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」。

４
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

中国

ビエンチャン

ミャンマー

タイ

ラオス

マレーシア

カンボジア

ベ
ト
ナ
ム
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日
本
の
拠
出
金
を
も
と
に
、
国
際
連
合

大
学
の
「
新
世
紀
国
際
教
育
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
の
研

修
で
は
、
日
本
の
文
化
遺
産
保
護
に
関
す

る
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
大
学
生

や
高
校
生
と
の
国
際
交
流
に
よ
り
、
若
い

世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し

ま
し
た
。

一条高校の生徒さんとの平城宮跡見学

木版画版元での版画体験奈良大学での意見交換会

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
11
ヵ
国
か
ら
、
文
化
遺
産
保
護
に
携
わ
る
指
導
者
11
名
を
招
き
、

6
月
21
日
か
ら
7
月
1
日
ま
で
11
日
間
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 6

月
21
日
〜
7
月
1
日

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
と
て
も
よ
く

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
お
り
、
日
程

に
つ
い
て
も
大
変
効
果
的
に
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
A
C
C
U

奈
良
は
講
義
だ
け
で
は
な
く
、

奈
良
の
世
界
遺
産
へ
の
訪
問
や
、
高
校
生
や
大
学
生

と
の
意
見
交
換
の
場
を
通
じ
て
知
識
を
与
え
て
く
れ

た
の
で
、
全
体
と
し
て
と
て
も
充
実
し
た
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
概
要
版
）

講
　
義

「
日
本
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
」

「
文
化
財
に
及
ぼ
す
大
気
汚
染
の
影
響
」
な
ど

臨
地
研
修

（
奈
良
県
）

民
俗
博
物
館
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物

館
、
法
隆
寺
、
明
日
香
村
な
ど

（
京
都
府
）

金
閣
寺

交
　
流

奈
良
大
学
で
の
講
義
及
び
研
修
生
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
学
生
と
の
意
見
交
換
会
、
奈

良
市
一
条
高
校
の
生
徒
と
平
城
宮
跡
で
の
交
流

及
び
意
見
交
換
会
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子

大
の
学
生
と
の
意

見
交
換
及
び
金
閣

寺
で
の
交
流
・
木

版
画
版
元
で
の
版

画
体
験

ア
ン
ド
リ
ヤ
テ
ィ
・
ラ
ハ
ユ
さ
ん（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
人
文
学
部
考
古
学
科
　
講
師

　
私
た
ち
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
異
な
る
国
々
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
共
通
の
目

的
は
、
文
化
遺
産
の
保
護
と
文

化
遺
産
の
価
値
を
相
互
理
解

し
、
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
こ
の
研
修
で

私
た
ち
は
、
文
化
や
慣
習
、
生
活
様
式
、
価
値
観
の

交
流
を
行
う
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
文

化
遺
産
保
護
の
実
態
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
文
化
チ
ー
ム
遺
産
保
護
に
携

わ
る
若
い
リ
ー
ダ
ー
達
に
と
っ
て
、
ス
キ
ル
や
相
互

理
解
、
専
門
知
識
や
能
力
を
高
め
る
と
て
も
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ダ
ム
・
ラ
ジ
・
ジ
ョ
シ
さ
ん（
ネ
パ
ー
ル
）

ユ
ネ
ス
コ
ネ
パ
ー
ル
国
内
委
員
会
文
化
情
報
通
信
技
術
部
　
事
務
官

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
研
修
生
決

定
か
ら
は
じ
ま
り
、
す
べ
て
に

お
い
て
非
常
に
的
確
で
ス
ム
ー

ズ
で
し
た
。
特
に
、
空
港
で
の

出
迎
え
の
た
め
に
送
ら
れ
た

A
C
C
U
奈
良
の
緑
色
の
シ
ー
ル
に
は
と
て
も
感
激

し
ま
し
た
。
A
C
C
U
奈
良
が
海
外
の
研
修
生
に
対

し
て
、
大
変
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
が
わ

か
り
ま
し
た
。
様
々
な
講
義
や
臨
地
研
修
、
若
い
生

徒
さ
ん
達
と
交
流
な
ど
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
美
し
い
奈
良
や
京
都
で
は
、
日

本
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
ム
・
ジ
ホ
ン
さ
ん（
韓
国
）

ユ
ネ
ス
コ
韓
国
国
内
委
員
会
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
家
補
助

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

研
修
生

文
化
遺
産
保
護
指
導
者
研
修
・

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
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会議の様子

ティモシー・カーティス氏

全体記念写真 談山神社での伝統技術の説明

●国際会議
　
今
年
は
「
伝
統
技
術
の
継
承
と
人

材
養
成
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

掲
げ
、
特
に
「
建
造
物
修
理
に
お
け

る
法
制
度
と
木
工
」
に
つ
い
て
、
文

化
遺
産
と
し
て
木
造
建
造
物
を
有
す

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
か
ら

専
門
家
を
招
き
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
ユ
ネ
ス
コ
バ
ン
コ
ク
事

務
所
文
化
事
業
部
長
の
テ
ィ
モ

シ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
氏
に
よ
り
有
形

遺
産
を
保
存
す
る
た
め
の
無
形
遺
産

の
伝
承
に
つ
い
て
、
続
い
て
日
本
か

ら
は
東
京
文
化
財
研
究
所
長
の
亀
井

伸
雄
氏
、
中
国
か
ら
山
西
省
都
市
住

宅
整
備
部
長
の
リ
・
ジ
ン
シ
ェ
ン
氏

よ
り
、
文
化
財
建
造
物
修
理
の
し
く

み
と
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
、
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
文

化
庁
武
内
正
和
氏
よ
り
、
日
本
に
お

け
る
伝
統
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
事

例
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
中
国
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
日
本
と
い
っ
た
国
内

外
の
専
門
家
に
よ
っ
て
、
各
国
に
お

け
る
木
造
建
造
物
修
理
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
、
事
例
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
総
合
討
議
で
は
、
各
国
の
現
状
と

課
題
を
ふ
ま
え
、
木
工
に
関
す
る
伝

統
技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
の
た
め

に
は
、
木
造
建
造
物
の
特
質
や
そ
れ

に
関
わ
る
伝
統
技
術
や
そ
の
職
人
の

現
状
を
理
解
し
、
技
術
や
職
人
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境

に
対
す
る
経
済
的
・
政
策
的
な
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
政
府
の

支
援
と
同
様
、
N
G
O
や
地
元
住
民

の
参
加
も
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
を
は
か
り
ま
し
た
。

伝統技術の
継承と人材養成
2011年1月26日から28日
奈良県新公会堂にて

International Conference / Sem
inar

国
際
会
議
・
国
際
セ
ミ
ナ
ー



　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
奈
良
事
務
所
で
は
、
よ

り
多
く
の
み
な
さ
ま
方
に
、
文
化
遺

産
保
護
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
毎

年
、
文
化
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
研
究
者

が
来
日
す
る
の
に
合
わ
せ
、
国
内
か

ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遺
跡
調
査
と
研
究

に
携
わ
る
第
一
線
の
研
究
者
を
講
師

に
迎
え
、
モ
ン
ゴ
ル
考
古
学
事
情
に

つ
い
て
、
最
新
の
情
報
を
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
奈
良
大
学
教
授
の
千
田

嘉
博
さ
ん
で
、「
草
原
の
城
郭
都
市

を
掘
る
」。
奈
良
大
学
が
モ
ン
ゴ
ル

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所
と

共
同
で
進
め
て
い
る
チ
ン
ト
ル
ゴ
イ

城
郭
都
市
遺
跡
の
総
合
調
査
に
つ
い

て
、
共
同
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

城
郭
の
形
状
や
規
模
、
窯
跡
と
工
房

や
東
門
の
発
掘
成
果
に
つ
い
て
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
の
山
口
欧
志
さ
ん
に

は
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
拓
く
モ
ン

ゴ
ル
文
化
遺
産
の
未
来
」
と
題
し
て
、

近
年
急
速
に
開
発
が
進
む
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
用
い
た
モ
ン
ゴ
ル
文
化
遺
産

の
記
録
・
発
信
・
保
存
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
み
、
奈
良
大
学
非
常

勤
講
師
清
水
奈
都
紀
さ
ん
か
ら
は

「
カ
ラ
コ
ル
ム
の
遺
跡
と
人
」
と
題

し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
首
都

が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
カ
ラ

コ
ル
ム
（
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は

ハ
ラ
ホ
リ
ン
）
に
お
け
る
、
遺
跡
と

今
に
生
き
る
人
々
の
生
活
や
生
業
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
考
古
学
研
究
所
研
究
員
の
リ
ン

チ
ン
ホ
ロ
ル
・
ム
ン
フ
ト
ル
ガ
さ
ん

で
、
演
題
は
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る

最
新
発
掘
成
果
│
石
造
建
造
物
の
現

状
と
保
存
│
」
で
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
６
〜
８
世
紀

の
各
種
石
造
物
の
現
状
を
紹
介
し
、

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

様
々
な
劣
化
に
対
す
る
修
復
計
画
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
で
は
、
約
２
０
０
名

の
聴
衆
が
遠
く
モ
ン
ゴ
ル
に
思
い
を

は
せ
、
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
方
々

に
、
文
化
遺
産
保
護
の
重
要
性
を

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
奈
良
事
務
所
で
は
、
毎

年
、
奈
良
県
内
の
高
校
を
訪
問
し
、

日
本
や
諸
外
国
の
世
界
遺
産
を
題

材
に
し
た
「
世
界
遺
産
教
室
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
世
界
遺
産
に
造
詣

の
深
い
お
二
人
、
久
保
美
智
代
さ

ん
と
小
野
以
秩
子
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
県
内
の
６
校
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
の
方
に
は
、
世
界
遺
産
の

意
義
、
成
り
立
ち
、
抱
え
て
い
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
映
像
と
ク
イ

ズ
を
交
え
な
が
ら
、
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
か

ら
は
、
と
て
も
良
か
っ
た
、
分
か
り

や
す
か
っ
た
、
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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鹿石（写真提供：ムンフトルガ氏）モンゴルの草原  ※背後の丘はチントルゴイの烽火台跡（写真提供：千田嘉博氏）

オロンノルイン・フンディ渓谷の石の囲い
（写真提供：ムンフトルガ氏）

クイズを交えながら進める世界遺産教室
（於：高田高校）

モンゴルの考古学 ―最新の遺跡調査事情―
●文化遺産国際セミナー

世
界
遺
産
教
室

2010年11月28日、奈良大学講堂にて
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発
行
〉
財
団
法
人
　ユ
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ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
　文
化
遺
産
保
護
協
力
事
務
所
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2011

ワット・プーと周辺の遺跡

　10～ 14 世紀の寺院として知られている世界遺産のワット・プーは、ラオス南部、カンボジア国境近く

のチャンパサック県にあります。レンガや石で築かれた建物は、カンボジアを中心に栄えたクメール文化

が及んだものと理解されるようですが、建物には再利用された石材が多くみられ、以前にも在地の建物が

あったと思われます。

シダ遺跡

　ワット・プーの南約 1km にある10～ 11 世紀頃

の遺跡です。アンコール王朝があったカンボジアの

シェムリアップまでをつなぐ道路沿いにあり、中継

地としての役割を果たしていたようです。東から石

敷きの長い参道があります。中央の祀堂やテラスな

どに大きな石材を使っているのが特徴ですが、保存

状況は悪く、多くの石材が崩落しています。

トモ遺跡

財団法人
ユネスコ・アジア文化センター
文化遺産保護協力事務所

交通アクセス

〒630-8113　奈良市法蓮町 757（奈良県法蓮庁舎1階）

Cultural Heritage Protection Cooperation Office, Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO

　メコン川を挟んでワット・プーの対岸にあります。

十字形の中央祀堂は破壊が著しいのですが、前面

には低いテラスが認められます。祀堂から南北に延

びる翼廊には、二つの東西方向建物がそれぞれ接

続して南北に向き合い、その間は広い中庭のように

みえます。東の築地から入って門までは約 250m あ

り、壮大な寺院であったことがしのばれます。

表紙の写真：ワット・プー遺跡（ラオス・チャンパサック県）

TEL

近鉄奈良駅から

0742-20-5001
FAX 0742-20-5701
URL http://www.nara.accu.or.jp
E-mail nara@accu.or.jp

● 徒歩約 20 分
● バス13 番のりばから「西大寺駅行き」または
「航空自衛隊行き」で、佐保小学校下車すぐ

JR 奈良駅から ● 徒歩約 25分
● バス7番のりばから「西大寺駅行き」または
「航空自衛隊行き」で、佐保小学校下車すぐ

-
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